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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

●今後の入院予定

・4/18(土)10時30分。ナカムラキヨエ様、58歳、女性。主治医：安ヶ平Dr。東Bへ入院予定。杖をついて歩いているが、どんどん歩かせた方が良いケースとのこと。

・4/21(火)12時。オオカマカズトモ様、34歳、男性。主治医：川端Dr。状態にもよるが東Bへ入院予定。昼食は食べてくるとのこと。東Bユニット2号室男性1名、空床あるが新入院予定あり(オオカマカズトモ様)空床のまま対応。

＜患者様連絡事項＞

・畑山　広志様～昨晩自室内で前転繰り返し、今朝より腕が上がらないと訴え。レントゲン検査施行にて左肩甲骨骨折疑いにて、午後よりスタッフ付き添いにて室岡整形受診しています。受診の結果「左肩甲骨骨折」の診断。湿布施行、リブバンドにて体幹固定で安静保持し様子をみるようにとの指示あり。消炎鎮痛剤などの薬も処方となっています。本人の強い希望にて三角巾も使用しています。本人が疼痛訴え時や各勤務帯(入浴後)など、湿布の交換をしていきましょう。入浴は、2・3日は控えるようにし、シャワー浴より開始。次回の受診は、原則として4/23(木)午前の受診予定(薬がきれる頃)。ただし、本人が痛みを訴え、どうしても受診となれば話は別だが・・・。家族は4/22(水)が都合が良いとのこと。4/22(水)14時からの室岡Drの診察で予約済み。主治医へも報告済み。家族へも説明済みです。家族よりスタッフ付き添いの希望あり。主治医よりも男性スタッフ2名付けるようにとの指示あり。主治医より、三角巾も使用しているため首吊りなどの事故には十分注意し、密な観察と巡回をするようにとのことです。徹底して行いましょう。

＜新入院患者様ケース検討＞

・金子　よしの様　　90歳

病名：脳血管性認知症　　　　主治医：田名部先生

入院形態：医療保護入院　　　病棟：東Dユニット

甥夫婦同伴。平成18年脳梗塞発症。平成21年4月10日頃より、夜間友人に電話を掛け、被害妄想的な訴えをする事が見られるようになる。見当識障害・記憶障害も進行してきて、夜間の不眠も生じ、不穏な言動も多くなり独居生活の為、入院治療を希望し受診。東Dユニットに医療保護入院となる。診察時は、難聴があるが、受け答えは比較的しっかりしている様子。「家の事をやってきたい」という発言が聞かれているが、興奮はない。
家族・スタッフ付き添いにて、東病棟Dユニット17号室へ医療保護入院となっています(杖使用にて独歩)。病棟へ来るなり「入院の準備が何もできていない。一度、家に帰って準備する」との訴えあり。主治医へ確認。家族付き添いにて、入院準備のため外出となっている。スタッフの説明に対しては聞き入れることできており、興奮などはない。強い難聴が見られている。
今後は、安全安楽を第一優先とし、本人と関わりを密に行い、不安の軽減や信頼関係の構築に努め、本人が安心して休める環境を提供していきましょう。また、精神症状及び夜間の睡眠状態の観察を密に行って下さい。
※経済基盤

老齢厚生年金（14万円程/2ヶ月）

※備考

介護保険　要介護2（H20.4.1～H22.3.31）　

ケアマネージャー　在宅介護支援センター南山苑　金子氏

＊グループホーム「南寿の里」へ入所申し込み中。

＊ニチイケアセンター八戸への通所（2回/週）を行っていた。

＊H14年頃、白内障手術を施行。以後大島眼科への通院を継続していた。

＊難聴あり補聴器を使用している。耳鼻科受診・通院は特に行っていない。

・洗濯、オムツは家族　・買い物カード無し

・義歯有り（ネーム入れ依頼済み）

・大湯　輔（おおゆ　たすく）様

病名：うつ病　　身体合併症：一酸化炭素中毒　　主治医：川端Ｄｒ

病棟：東Ｄユニット　　入院形態：任意入院

Ｈ21．4.14当院初診。1年半前に単身生活となった頃よりうつ症状が出現、1年前には希死念慮が出現、今年4/13の深夜自家用車内で練炭自殺を図る14日早朝目がさめ東八戸病院受診し、専門病院の受診を勧められ当院受診。一酸化炭素中毒の疑いの為八戸市立市民病院救急外来へ紹介、同日入院となっていた。状態安定し、精神科への入院希望があったことから、本日同院退院後再受診、再度入院希望聞かれ、東Ｄユニットに薬物調整、症状改善目的で任意入院となる。診察時、現在は自殺企図は無いと話されている。
入院時はやや緊張した様子が伺える。オリエンテーションなどスタッフの受け答えはしっかりしている。ボディチェックの拒否はなく、危険物の持ち込みはない。昼食は、レストランに行くことできており全量摂取している。その後は臥床にて経過。

　今後は、自殺企図には十分注意して、本人の所在確認を徹底していきます。まずは信頼関係の構築から始めていきます。本人が状態回復してきたら、ゆっくりと今回の入院の振り返りを行っていきます。

※備考

・家族洗濯　買い物カード無し

　※主治医の指示及び対応時の注意事項など

· 面会～当面の間、妻・息子(4歳)以外は会いたくないとの事。今のところ、それ以外に面　　

会に来ると考えられる人物としては、両親・職場関係の人・友人などです。両親と職場関係の人には病気や入院については話しているとの事。いずれにしても、その都度、本人に確認するようにして下さい。時間外の場合は南病棟玄関の利用となります。

· 妻より情報～本人、高校の教師をやっている。また、野球部の顧問をしているとのこと。　

しかし、病状不安定になるにつれて「仕事の話」や「野球の話」が禁句のようになってきたとのこと。スタッフからも、その話についてはしないほうが良いと妻より情報ある。本人は、もともとプライドも高いとの事なので、対応には細心の注意を払っていきましょう。

· 主治医より指示～私物管理については「危険物以外は自己管理可」との指示。本日は、全　

ての私物を詰所預かりとしています。本人の状態を見て、徐々に渡せる物は渡していきましょう(スタッフで話し合い)。

H17年頃に100万円を遊興費として借金。その後利息が膨らみ現在は250万円程となっている。月に15万円ほど返済している状況であるが、借金をしていることは妻に話していない。本人は自分から伝えたいと話しており、職員からも妻には伝えないこととする。本人より、主治医へ話した様子。本人は状態が落ち着いたら妻に伝えたいとのこと。主治医より、間違ってもスタッフより妻には話さないようにすること。妻や本人の対応時などのスタッフの、怪しい行動や発言(うわさ話など)には十分に注意し、対応時には細心の注意を払うよう指示あります。全スタッフ周知徹底していきましょう。
＜田名部Drケースカンファ＞

・金子　よしの様～南寿の里入所申し込み行っており、２ヶ月程度の入院となります。

　　　　　　　　　臨時薬継続で7日分処方。点眼薬も当院処方。レスキュラ(1日2回の朝・夕にて施行。両眼・各1滴)は詰所預かり。他の持参した点眼薬は本人持ちとなっています。食事は揚げ物禁となります。

　　　　　　　　　また、家の片付けの為、本日2：30～5：30外出しています。

・長根　矢一　様～発熱・左肺の炎症起こり易く、臨時薬（抗生物質）継続処方。4/16昼～

セフジトレン錠（100）6Ｔ　3×nde/5T

・畑中　成夫　様～痙攣が上手く入らない事があったがＥＣＴ10回終了しています。様子を見て時間退室を設けていきます。

・外山　尚武　様～4/16昼～臨時薬継続処方。

　　　　　　　　　昨日の日内変動の結果、血糖高めで経過しており糖尿病薬アマリール（1）

　　　　　　　　　2T→3T　1×食直前に増薬となっています。2週間後、再度デキスターチェック実施予定。間食希望が聞かれるが、控えて頂いて下さい。

・成田　賀枝　様～調整剤・眠剤が変更処方。エンシュアリキットは止めとなります。引き続き食事摂取状況の観察・介入を行って下さい。

・村井　八郎　様～不穏きたす事あり、抗精神薬処方開始となっています。

・藤田　金弘　様～背部発赤疹あり、痛痒いと訴えあるが、経過観察となっています。皮膚状態の観察お願いします。

・安達　貴浩　様～臨時薬（アレグラ）4/16朝で飲みきり止めとなっています。

＜ＯＴ報告・検討＞

・4/16より、摩尼の他に新人2名体制となっています。4/27までは諏訪がサポートに入りますが、慣れるまで協力お願いします。

・田中　栄　様～4/20（月）よりＢグループでの導入となります。今週は見学行っています。

・外山　尚武様～4/14（火）より導入となっています。計算ドリルを希望され、すらすらと集中して取り組まれています。始めは作業に慣れる事を目標としています。

・安達　貴浩様～目標を再確認していますが、飽きやすく、投げ出す事があり、振り返りを行える様、ノートを作成しています。

・佐々木尚子様～継続して顔見せは行えている事を評価しています。

